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質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
３
月
11
日
か
ら
13
日
に
行
わ
れ
た

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
て
質
疑
さ

れ
た
内
容
を
、抜
粋
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
の

３
０
０
円
加
算
の
公
平
性
は
？

議
員　
従
来
の
５
０
０
円
助
成
は
外

出
支
援
の
た
め
だ
が
、移
動
販
売
日

の
サ
ロ
ン
開
催
に
３
０
０
円
加
算
は

公
平
性
に
欠
け
る
。一
般
利
用
者
に

は
何
も
な
い
。加
算
は
必
要
か
。

村
長　
コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
の
外
出

が
減
り
、サ
ロ
ン
活
動
が
停
滞
。移
動

販
売
日
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
、買
い

物
も
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
令
和
５

年
度
か
ら
導
入
。様
々
な
意
見
を
拝

聴
し
て
検
討
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

 

利
用
期
間
が
短
い
の
で
は
？

議
員　
昨
年
の
商
品
券
は
利
用
期
間

が
４
ヶ
月
だ
っ
た
。今
回
は
昨
年
よ

り
も
利
用
期
間
を
長
く
で
き
な
い
か
。

担
当
課　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
時
間
を

要
し
、４
カ
月
に
な
っ
た
。今
回
は
５

〜
６
カ
月
を
検
討
す
る
。

Ｊ
Ａ
給
油
所
で
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
が
使
え
な
く
な
る
？

議
員　
今
後
Ｊ
Ａ
給
油
所
で
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
が
使
え
な
い
と
聞
く
が
、

Ｊ
Ａ
に
働
き
か
け
で
き
な
い
か
。

担
当
課　
Ｊ
Ａ
本
部
と
実
施
が
可
能

か
を
話
し
合
い
た
い
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を

　
　
　

  

ど
う
活
か
す
か
？

議
員　
職
業
体
験
施
設
キ
ッ
ザ
ニ
ア

に
行
く
な
ど
東
峰
学
園
キ
ャ
リ
ア

教
育
で
の
、「
東
峰
村
な
ら
で
は
」

の
部
分
は
。

担
当
課　
予
算
化
と
し
て
は
、他
市

町
村
で
は
で
き
な
い
取
り
組
み
。事

前
学
習
・
体
験
・
事
後
学
習
が
点
か

ら
線
に
な
る
学
習
が
で
き
る
。

議
員　
昨
年
度
か
ら
別
府
市
の
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）

と
交
流
し
て
い
る
。村
内
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
予
定
し
て
い
る
が
、

学
校
と
地
域
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ

の
か
。

担
当
課　
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
が
イ
ン
タ

ー
ン
と
し
て
半
年
間
村
で
働
き
な
が

ら
、村
で
働
く
方
々
と
Ａ
Ｐ
Ｕ
を
つ

な
ぐ
事
が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

今
年
こ
そ
は
！

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
議

議
員　
災
害
で
進
ま
な
か
っ
た
協
議

会
を
、ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

担
当
課　
全
体
検
討
委
員
会
を
７
月

ご
ろ
開
催
。地
域
の
検
討
委
員
会
を

２
カ
月
に
１
回
の
割
合
で
開
催
す
る
。

議
員　
６
年
度
に
策
定
す
る
総
合
計

画
・
総
合
戦
略
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
設
立
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
。

村
長　
言
わ
れ
る
通
り
、総
合
計
画

の
中
に
織
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

議
員　
２
月
に
農
林
業
振
興
大
会
で

講
演
さ
れ
た
東
先
生
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
る
の
か
。

担
当
課　
少
な
く
と
も
各
地
区
に

１
回
は
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
東
先
生
を
お
呼
び
し
て
い
る

が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
進
め
方

・
考
え
方
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
。　
　
　
　

村
長　
東
先
生
の
考
え
を
良
い
形
で

取
り
込
み
、進
め
て
い
く
。

東
峰
村
の
未
来
は
明
る
い
？

ど
ん
な
総
合
計
画
を
つ
く
る
？

議
員　
住
民
と
ど
う
や
っ
て
総
合
計

画
を
作
っ
て
い
く
の
か
。

村
長　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
各
種
団

体
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
う
。総
務
常

任
委
員
会
で
方
向
性
の
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
。

議
員　
総
合
計
画
を
策
定
し
て
、運

用
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

村
長　
策
定
後
に
検
証
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。検
証
方
法
等
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

　
　
　

も
っ
と
活
か
そ
う
！

議
員　
指
定
管
理
施
設
へ
の
協
力
隊

派
遣
の
意
義
は
。

村
長　
施
設
か
ら
の
派
遣
要
望
の
際

に
、観
光
や
林
業
な
ど
の
村
の
課
題

に
対
し
て
の
活
動
を
求
め
て
い
る
。

協
力
隊
に
は
任
期
満
了
後
に
施
設
に

残
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
木
工
塾（
民
間
団
体
）に
協

力
隊
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、村
の

位
置
づ
け
は
。

担
当
課　
後
継
者
が
不
在
と
い
う
課

題
も
あ
り
、林
業
の
振
興
の
た
め
の

技
術
者
育
成
と
い
う
形
で
村
は
進
め

て
い
る
。

ほ
う
し
ゅ
楽
舎
、

 　
　

  

ラ
ン
チ
営
業
検
討
中

議
員　
ほ
う
し
ゅ
楽
舎
の
ラ
ン
チ
営

業
は
誰
が
、ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

担
当
課　
ふ
る
さ
と
村
に
委
託
し
、

地
域
の
方
々
が
作
る
形
と
な
る
。

議
員　
食
材
費
・
人
件
費
と
収
入
を

比
べ
る
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

料
金
形
態
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
、

今
後
直
営
か
ら
民
営
へ
の
移
行
は
難

し
い
の
で
は
。

村
長　
現
在
は
、施
設
が
自
走
で
き
、

指
定
管
理
で
運
営
で
き
る
た
め
の
助

走
期
間
。し
か
し
、収
益
を
得
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
す
る
か

確
認
を
し
て
進
め
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
テ
ラ
ス
を

　
　
　
　

  

活
か
せ
る
か
？

議
員　
４
月
よ
り
県
か
ら
村
に
移
管

さ
れ
る
が
、
40
万
円
の
収
入
に
対
し

て
８
１
８
万
円
の
委
託
費
は
高
く
な

い
か
。

担
当
課　
都
市
部
と
同
様
の
料
金
設

定
で
は
厳
し
い
の
で
、近
隣
よ
り
少

し
低
め
に
設
定
し
て
い
る
。住
民
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
底
上
げ
、都
市
部
か

ら
の
企
業
入
居
を
通
し
て
、先
々
は

移
住
定
住
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

議
員　
こ
の
委
託
料
は
、人
件
費
で

は
な
い
か
。

担
当
課　
基
本
常
駐
は
１
名
だ
が
、

交
代
制
で
２
、３
名
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
中
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
含

ま
な
い
。

あ
ず
ま
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す
ぐ
に
近
く
で
受
診
で
き
る
？

 

国
保
保
険
料
、県
内
統
一
へ

議
員　
将
来
、県
内
の
国
民
健
康
保

険
料
が
統
一
さ
れ
る
。保
険
料
を
公

平
に
負
担
し
た
の
に
、医
療
機
関
が

遠
い
東
峰
村
は
不
公
平
。ど
こ
の
市

町
村
に
住
ん
で
い
て
も
、医
療
を
平

等
に
受
け
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
と
、定

住
・
移
住
政
策
が
崩
壊
す
る
。村
は

ど
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
く
の
か
。

村
長　
そ
の
考
え
方
に
賛
同
し
、主

張
す
べ
き
。他
の
過
疎
地
の
自
治
体

と
も
意
思
疎
通
を
図
る
。

講演される東先生

とほっぴペイ

キッザニアでの体験学習テレワークテラス

各
種
講
座
を
一
本
化

　
　
　
　

 

新
公
民
館
講
座

議
員　
各
種
公
民
館
講
座
を「
公
民

館
つ
な
が
り
塾
」に
一
本
化
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

担
当
課　
家
庭
教
育
学
級
な
ど
色
々

と
工
夫
し
て
き
た
が
、子
育
て
学
級

と
し
て
成
立
し
な
く
な
っ
た
。他
の

講
座
も
対
象
を
限
定
し
て
の
開
催
に

限
界
が
き
て
い
る
。色
ん
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、こ
の
形
に
し
た
。



議員　今年度もハード整備が非常に多い。
2050年に人口が800人程度と予測される
村において大型のハード整備が必要か。
村長　村は、新規の施設整備は基本的に行
わないとの指針を持っているが、総合計画
等で定住関係の施策を進める中で、整備し
ている。

議員　事業報告から、各種団体への補助金
の額を何年ごとかに見直していくべきでは。
村長　10年ほど前に一律5％削減した経
緯がある。各団体から物価高騰による要望
もいただいている。現状は一律削減などの
考えはないが、将来的にはしなければなら
ない。

議員　昨年同様にコンサルタント委託料が
多い。財政調整基金が危機的状態にもかか
わらず、非常に甘い予算編成という印象を
受けた。職員に対し、予算執行は自分のお
金を使うときのように慎重にと日頃から意
識付けできないか。
村長　執行にあたっては精査をし、削減・業
務効率化の努力はすべての業務において必
要である。

議員　ふるさと推進課の事業数、予算はか
なり多い。人員配置は適切か。
村長　事務量の負担については、事業に応
じた適正な人員配置を行っている。業務と
して、膨大かと言われると実感としては思わ
ないが改善の必要性はある。

総 括 質 疑総 括 質 疑　
４
月
１
日
か
ら
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

が
有
料
化
と
な
り
、本
格
的
に
稼
働
し

て
い
ま
す
。

　
料
金
体
系
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

新
た
に
、村
内
高
齢
者
運
賃
の
区
分
が

で
き
ま
す
。65
歳
以
上
の
村
民
に
は
、シ

ニ
ア
カ
ー
ド
を
配
布（
申
請
が
必
要
）さ

れ
、割
引
運
賃
が
適
用
さ
れ
ま
す
。乗
車

の
際
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
電
話
と
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
か
ら
予
約
が
で
き
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
、よ
り
便
利
に
使
え

る
地
域
交
通
と
な
る
よ
う
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」本
格
的
に
動
き
出
すシニアカード（申請が必要です）

運　賃
300円
150円
無　料
150円
150円
無　料

　　　　　 区　分
中学生以上
小学生
保護者同伴の未就学児
村内在住の65歳以上の高齢者
障害者手帳の所持者
障害者手帳所持者の介助者　　

乗り合いタクシーの運行・運賃概要

運行地域や時間は、これまでと変更ありません。

令和６年度の乗り合いタクシー関連予算

地域交通計画管理委託料 ………………… ７００万円
　西鉄バス廃止に伴う検討を含む

ＡＩオンデマンド交通支援業務委託 ……… ６３０万円
運行・車両管理業務委託 ………………１,４３６万円
予約受付オペレーター委託 ……………… ２１６万円
ＥＶ車両導入 ………………………………７,０００万円
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米
の
質
を
上
げ
た
い
！

　
　
　  

　
　
分
析
計
導
入

議
員　
食
味
分
析
計
購
入
費
が
６
９

３
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。ど
の
よ

う
な
機
械
を
選
定
す
る
の
か
。

担
当
課　
米
の
質
を
上
げ
て
食
味
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
に
は
、性
能

を
良
く
し
た
方
が
良
い
。ど
の
程
度

の
コ
ン
テ
ス
ト
を
す
る
か
決
め
て
、

機
械
の
選
定
が
必
要
。

議
員　
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
だ
け
で
な

く
、日
常
的
に
使
え
る
の
か
。

担
当
課　
日
頃
皆
様
が
気
軽
に
確
認

で
き
る
よ
う
な
形
に
し
た
い
が
、村

外
利
用
者
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、場

所
も
含
め
て
検
討
が
必
要
。

議
員　
土
壌
分
析
費
補
助
金
の
内

容
は
。

担
当
課　
１
枚
の
圃
場
の
分
析
に
対

す
る
補
助
金
。お
い
し
い
米
作
り
に

は
、土
作
り
が
大
事
で
あ
り
、農
業

者
２
１
９
名
分
を
計
上
し
て
い
る
。

な
ぜ
安
く
な
っ
た
？

 

　
　
　
住
宅
設
計
委
託
料

議
員　
第
２
小
松
団
地
の
設
計
委
託

料
の
落
札
率
が
39
％
と
非
常
に
低
い

が
、要
因
は
。

担
当
課　
村
は
住
宅
設
計
積
算
基
準

で
算
出
し
た
。１
棟
４
世
帯
の
住
宅

を
２
棟
建
て
る
計
画
で
、２
棟
が
同

じ
間
取
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、入

札
額
が
低
く
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
復
旧
工
事
の
見
通
し
は
？

議
員　
令
和
５
年
度
災
害
復
旧
工
事 

（
公
共
災
、農
地
・
農
業
用
施
設
災
、

林
道
災
、地
が
け
）の
見
通
し
は
。

担
当
課　
令
和
７
年
度
に
完
了
予
定
。

た
だ
、迫
地
区
の
大
規
模
災
害
復
旧

工
事
と
、農
地
災
害
に
隣
接
し
た
河

川
災
害
復
旧
工
事
は
、県
と
調
整
し

て
い
く
。

ほ
じ
ょ
う

令和5年災害により、
財政調整基金残高は減少傾向になる見通し。ポイ

ント

地域交通の転換点は今！地域交通の転換点は今！地域交通の転換点は今！
　
昨
年
12
月
に
、西
鉄
バ
ス
浮

羽
支
線
（
杷
木-

小
石
原
間
含

む
）の
令
和
６
年
10
月
か
ら
の

廃
止
に
つ
い
て
、西
鉄
バ
ス
よ

り
県
に
対
し
申
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。廃
止
の
主
な
理
由
は
、

運
転
手
不
足
で
す
。村
は
、令

和
７
年
３
月
ま
で
の
延
長
を
希

望
し
て
お
り
ま
す
。地
域
交
通

の
充
実
を
図
り
、村
民
の
皆
さ

ま
が
不
自
由
と
な
ら
な
い
よ
う

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
月
に
開
催
し
た
経
済
常
任
委

員
会
に
て
意
見
し
た
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

経
済
常
任
委
員
会
か
ら
の
意
見

①
関
係
自
治
体
の
廃
線
容
認
も

あ
り
、通
勤
・
通
学
等
へ
十
分

な
対
応
で
き
れ
ば
、「
廃
線
」

も
仕
方
が
な
い
。

②
村
民
利
用
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
し
、乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
を
含
め
て
協
議
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
通
学
・
通
院
・
買
い
物
等
の

た
め
、
朝
・
昼
・
夕
の
便
が

必
要
に
な
る
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
確
保
が
必
要
。

④
料
金
に
つ
い
て
も
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

協
議
が
必
要
。

　
今
後
は
、西
鉄
バ
ス
廃
止

に
つ
い
て
の
協
議
と
朝
倉
市

等
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
地
区
協

議
会
で
方
向
性
が
協
議
さ

れ
ま
す
。

西
鉄
バ
ス
廃
止
へ 

急
ぐ
代
替
案



第2回定例会（3月）議決結果一覧表

区
　
分

指
定
管
理 東峰村ほたる館の指定管理者の指定について可 

決
指定管理者：宝珠山ほたるを育てる会
指定の期間：令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

令和５年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第１０号）可 

決

令和５年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第３号）可 

決

令和５年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第５号）可 

決

令和６年度東峰村一般会計歳入歳出予算可 

決

令和６年度東峰村簡易水道事業会計予算可 

決

令和６年度東峰村後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算可 

決

東峰村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

可 

決 会計年度任用職員に勤勉手当等を支給する。

東峰村立診療所条例の一部を改正する条例の制定について可 

決 東峰村立鼓診療所を令和６年３月31日付で廃止する。

東峰村特産物加工施設の指定管理者の指定について可 
決

指定管理者：農事組合法人 東峰村農業生産組合
指定の期間：令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

東峰村岩屋キャンプ場・山村広場の指定管理者の指定について可 

決
指定管理者：一般社団法人 竹棚田
指定の期間：令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

①戸籍（除籍）証明書の広域交付
　　戸籍証明書　1通：450円
　　除籍証明書　1通：750円
②戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号の発行
　　戸籍電子証明書提供用識別符号　1件：400円
　　除籍電子証明書提供用識別符号　1件：700円
③届書等情報内容証明書の交付（閲覧）
　　交付　1件：350円
　　閲覧　1件：350円

【専決処分】東峰村手数料条例の一部を改正する条例の制定に   
ついて

承 

認

東峰村自家用有償旅客運送条例の制定について（7ページ）可 

決

東峰村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可 

決
育児休業をしている会計年度任用職員に勤勉手当を支給する。

東峰村テレワークテラス宝珠設置条例の制定について可 

決

情報通信技術の活用よる新たな起業・就労機会の拡大を図
り、村内への移住促進に寄与する。また、村民等に情報通信
技術を活用できる場所や知識・技能を提供することにより
村民生活の質の向上と地域の活性化を図る。

令和６年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算可 

決

条

　
例

当
初
予
算

補
正
予
算

議 案 一 覧 議案の主な内容
区
　
分

賛
　
成

審
議
結
果

全
会
一
致

第1回臨時会（1月）議決結果一覧表

議 案 一 覧 議案の主な内容
区
　
分

賛
　
成

審
議
結
果

【専決処分】令和５年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第８号）承 

認

令和５年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第９号）可 

決

令和５年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第４号）  可 

決

【専決処分】東峰村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について

出産する被保険者に係る産前産後期間相当分の所得割額及
び被保険者均等割額を減額する。

承 

認

東峰村一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

人事院勧告に準じて、任期付職員の基本給料月額を増額する。可 

決

条
　
例

全
会
一
致

補
正
予
算

予算審査特別委員会議決結果
令和6年度 一般会計、簡易水道事業会計、国民健康保険事業特別会計、及び後期高齢者医療特別会計、当初予算につ
いては全会一致で可決しました。

※今回より全会一致での賛成議決の場合、賛成および反対の表記を省略し、全会一致と表記します。

ここが聞きたい！
一 般 質 問

令和6年東峰村議会第2回（3月）定例会

一般質問の詳細は

議事録をチェック！！

質問順 質問事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

行政懇談会について
BRT大行司駅周辺整備事業について
職員の人事、研修について
とうほう百貨店・特産品販売所の再建について

樋口　朗
ひぐち  あきら1 P10

P12
教職員の働き方改革の取り組みは
中学校のクラブ活動について
複式学級解消への取り組みについて

佐々木　孝
ささき  たかし

5

今後のアクアクレタと観光施設のあり方について
AIの業務への活用について
行政広報のあり方について

高橋　弘展
たかはし  ひろのぶ P114

P12

BRT駅周辺整備基本計画について
県道八女香春線について
竹棚田駐車場について
棚田親水公園について

和田　将幸
わだ  まさゆき

6

帯状疱疹ワクチン接種費用助成について髙倉 美紀惠
たかくら  みきえ

P102

野良猫対策(TNR)について黒川　隆康
くろかわ  たかやす3 P11



１
億
円
の
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
は
、
不
要
で
は

村
長  

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
、
必
要

樋口　朗  議員

議
員　
大
行
司
駅
の
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

は
、
設
備
費
１
億
円
・
利
用
予
定
者

数
20
名
で
費
用
対
効
果
が
極
め
て
低

い
。
整
備
す
る
必
要
は
無
い
と
思
う
。

　
村
は
財
政
予
測
、
特
に
財
政
調
整

基
金
の
減
少
、
人
口
減
少
、
頻
発
す

る
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
多
方
面
か

ら
検
討
す
べ
き
。
「
費
用
対
効
果
が

低
く
、
実
現
は
難
し
い
」
と
住
民
に

説
明
し
、
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
。

　
村
長
は
費
用
対
効
果
を
ど
の
よ
う

に
判
断
し
た
の
か
。

村
長　
村
と
し
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
た
め
、
必
要
だ
と
判
断
し
た
。

議
員　
駅
舎
左
側
の
あ
ず
ま
屋
と
総

合
案
内
サ
イ
ン
を
撤
去
し
て
ト
イ
レ

を
新
設
す
る
計
画
だ
が
、
裏
に
民
家

が
あ
り
、
住
民
が
日
々
生
活
す
る
場

所
で
、
極
め
て
失
礼
で
は
。

　
駅
舎
右
側
の
Ｊ
Ｒ
の
土
地
を
取
得

し
て
ト
イ
レ
を
整
備
す
れ
ば
、
住
民

に
い
や
な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
も
な

く
、
あ
ず
ま
屋
を
壊
す
必
要
も
な
い
。

村
の
考
え
を
伺
う
。

村
長　
適
切
な
場
所
に
設
置
し
た
い
。

スロープカーのイメージ
（住民説明会資料より）

トイレ建設予定地

総合案内サイン

あずま屋

民 家

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成
は

住
民
福
祉
課
長  

令
和
６
年
度
予
算
に
計
上

髙倉 美紀惠 議員

た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

議
員　
帯
状
疱
疹
は
水
痘
・
帯
状
疱

疹
ウ
イ
ル
ス
に
初
感
染
後
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
神
経
に
潜
伏
感
染
し
て
い

る
ウ
イ
ル
ス
が
、
加
齢
・
疲
労
・
免

疫
力
低
下
に
よ
っ
て
再
活
性
化
し
て

起
こ
る
と
言
わ
れ
る
。
50
歳
以
上
で

罹
患
率
が
高
く
な
り
、
ピ
ー
ク
は
70

歳
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
す
る
こ
と
で
、
発
症
を
予
防

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
村
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　
予
防
接
種
助
成
金

と
し
て
生
ワ
ク
チ
ン
20
件
分
、
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
30
件
分
を
令
和
６
年
度

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

議
員　
生
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
金
額
は
。

住
民
福
祉
課
長　
生
ワ
ク
チ
ン
は
１

回
接
種
当
た
り
３
千
円
。
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
２
回
接
種
し
な
い
と
効
果

が
な
い
の
で
１
回
当
た
り
１
万
円
の

助
成
を
予
定
。

議
員　
対
象
年
齢
は
。

住
民
福
祉
課
長　
50
歳
以
上
が
対
象
。

議
員　
接
種
で
き
る
医
療
機
関
は
限

定
さ
れ
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　
朝
倉
医
師
会
病
院

圏
内
は
、
接
種
後
助
成
額
を
引
い
た

金
額
を
請
求
す
る
方
向
で
協
議
し
て

い
く
。
医
師
会
以
外
（
日
田
市
等
）

は
接
種
後
全
額
支
払
い
し
、
後
日
役

場
に
て
助
成
金
請
求
を
行
う
形
を
考

え
て
い
る
。

帯状疱疹 不活化ワクチン

野
良
猫
対
策
の
必
要
性
は

村
長  

共
有
の
認
識
を
も
っ
て
広
げ
て
い
け
れ
ば

黒川 隆康 議員

議
員　
昨
年
の
12
月
よ
り
大
行
司
と

中
原
地
区
に
お
い
て
、
１
０
０
匹
以

上
の
猫
に
対
し
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
を
実
施
。

２
〜
３
年
後
に
は
こ
の
地
域
で
の
野

良
猫
は
間
違
い
な
く
減
少
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
他
の
地
域
か
ら
も

苦
情
が
あ
る
と
思
う
が
、
苦
情
の
件

数
と
対
処
は
。

住
民
福
祉
課
長　
数
件
の
苦
情
と
、

区
長
会
で
も
４
地
区
か
ら
報
告
を
受

け
て
い
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
野
良

猫
の
不
妊
お
よ
び
去
勢
手
術
の
助
成

を
す
る
こ
と
を
補
助
金
一
覧
に
掲
載

し
、
野
良
猫
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

議
員　
野
良
猫
対
策
の
必
要
性
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
村
全
体
で
取
り
組
め
な
い
か

と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
共
有
の

認
識
を
も
っ
て
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
う
。

※

議
員　
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
活
動

の
一
環
と
し
て
、
こ
の
活
動
へ
の
参

加
を
検
討
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長　
地
域
猫
活
動
は
、
福
岡
県

が
取
り
組
む
ワ
ン
ヘ
ル
ス
運
動
の
趣

旨
と
合
致
す
る
と
考
え
る
。

　
教
育
課
程
の
中
に
、
無
理
の
な
い

よ
う
な
形
で
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、
今
後
検
討
す
る
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
・・・（
Ｔ
）野
良
猫
を
捕
獲
し
、（
Ｎ
）

不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
、（
Ｒ
）元
の
位
置

に
戻
し
、繁
殖
を
制
限
す
る
活
動

地域猫は耳を桜型にカットされています

ア
ク
ア
ク
レ
タ
の
今
後
は

村
長  

経
営
判
断
を
反
省
し
、必
ず
再
開
し
て
い
く

高橋 弘展 議員

議
員　
ア
ク
ア
ク
レ
タ
の
現
状
は
。

村
長　
運
営
事
業
者
は
２
月
10
日
に

破
産
手
続
き
を
開
始
。
３
日
後
に
は

破
産
申
請
が
裁
判
所
で
受
理
さ
れ
、

管
財
人
が
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
翌
日

に
弁
護
人
が
来
ら
れ
、
手
続
き
等
の

話
を
行
っ
た
。
施
設
内
の
物
品
の
所

在
を
明
ら
か
に
す
る
等
、
村
に
明
け

渡
す
協
議
や
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
村
は
ど
の
よ
う
に
経
営
判
断

を
行
っ
て
き
た
の
か
。
経
営
諸
表
と

な
る
損
益
計
算
書
等
は
、
見
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
。

村
長　
賃
貸
借
契
約
で
、
年
度
経
営

状
況
報
告
を
行
う
契
約
で
は
な
か
っ

た
。
運
営
状
況
は
、
農
泊
推
進
協
議

会
で
宿
泊
者
や
レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
者

の
報
告
は
受
け
て
い
た
が
、
収
支
に

つ
い
て
は
な
か
っ
た
。
貸
借
対
照
表

等
の
経
営
諸
表
は
確
認
し
て
い
な
い
。

議
員　
今
後
も
宿
泊
施
設
と
し
て
継

続
す
る
の
か
。

村
長　
現
状
と
し
て
は
滞
在
型
の
宿

泊
施
設
を
考
え
て
い
る
。

議
員　
早
期
再
開
に
つ
い
て
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

村
長　
現
在
示
せ
る
段
階
で
は
な
い
。

長
く
な
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
的
に
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
の
で
、
そ
こ
を
踏
ま
え
て

工
程
を
組
み
た
い
。

開業時のアクアクレタ小石原

か

ふ
か
つ

り 

か
ん



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

複
式
学
級
解
消
の
取
り
組
み
は

教
育
長  

令
和
６
年
度
は
解
消
で
き
た

佐々木  孝  議員

議
員　
複
式
解
消
へ
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　
令
和
６
年
度
の
対
象
学
年

は
４
ク
ラ
ス
だ
が
、
複
式
解
消
で
２

人
、
災
害
特
例
で
３
人
の
県
教
職
員

が
配
置
さ
れ
る
の
で
、
令
和
６
年
度

は
解
消
で
き
た
。

議
員　
東
峰
学
園
の
教
育
の
よ
さ
を

ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
。

教
育
長　
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
大
き
な
柱
と
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

主
体
的
に
学
ぶ
力
が
身
に
付
く
こ

と
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
。

部
活
動
の
地
域
移
行
は

議
員　
部
活
動
の
地
域
移
行
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
令
和
６
年
度
に
準
備
委
員

会
を
開
き
、
方
向
性
を
出
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
山
村
留
学
と
は

議
員　
村
長
挨
拶
で
話
さ
れ
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
山
村
留
学
は
、
ど
の
よ
う
に

実
施
す
る
の
か
。

村
長　
子
ど
も
が
育
つ
期
間
、
家
族

も
村
に
移
住
す
る
仕
組
み
。
最
終
的

に
永
住
の
視
点
ま
で
持
つ
。

議
員　
職
の
斡
旋
ま
で
す
る
の
か
。

村
長　
半
農
半
Ｘ
の
考
え
が
広
が
っ

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
の
斡

旋
に
つ
い
て
は
可
能
性
が
あ
る
。

APU学生との英会話学習の様子

村
長  

岩
屋
駅
・
大
行
司
駅
は
不
十
分
だ
っ
た

駅
周
辺
整
備
の
協
議
が
不
十
分
で
は
な
い
か

和田 将幸  議員

議
員　
岩
屋
駅
周
辺
整
備
計
画
は
駅

周
辺
の
全
体
的
な
総
合
戦
略
が
見
え

な
い
と
い
う
住
民
の
声
が
あ
り
、
各

駅
部
会
で
の
議
論
・
調
整
が
不
十
分

で
は
な
い
の
か
。

村
長　
今
年
度
の
進
め
方
に
つ
い
て

反
省
し
、
今
回
基
本
計
画
を
策
定

し
た
う
え
で
、
来
年
度
実
施
に
向

け
て
、
き
ち
ん
と
話
し
合
い
の
場

は
持
ち
た
い
。

議
員　
大
行
司
駅
周
辺
整
備
計
画
は

駅
舎
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
。
旧
宝

珠
山
小
学
校
お
よ
び
旧
宝
珠
山
中
学

校
跡
地
活
用
に
つ
い
て
の
計
画
と
時

期
は
。

村
長　
令
和
６
年
度
に
入
り
、
公
共

地
活
用
計
画
の
活
用
検
討
委
員
会
を

開
催
し
て
、
ど
う
い
う
形
で
振
興
・

活
用
を
図
る
の
が
い
い
の
か
説
明
し

た
い
。

棚
田
親
水
公
園
に
つ
い
て

議
員　
棚
田
親
水
公
園
の
河
川
プ
ー

ル
に
流
入
し
た
土
砂
は
ど
う
す
る
の

か
。
土
砂
が
流
入
し
な
い
た
め
の
対

策
を
県
と
協
議
し
た
の
か
。

ふ
る
さ
と
推
進
課
長　
シ
ー
ズ
ン
前

に
撤
去
す
る
。

農
林
建
設
課
長　
現
在
、
県
土
整
備

事
務
所
は
河
川
の
堆
積
調
査
を
し
て

お
り
、
村
と
し
て
は
河
床
の
掘
削
を

お
願
い
し
て
い
る
。

議
員　
近
年
豪
雨
が
多
発
す
る
中
、

河
川
プ
ー
ル
の
あ
り
方
を
考
え
る
時

期
で
は
。

村
長　
現
状
の
河
川
プ
ー
ル
活
用
に

つ
い
て
、
県
と
協
議
し
て
い
る
。昨年の豪雨で再び土砂が

溜まった河川プール

常任委員会報告

設
整
備
を
住
民
主
体
で
進
め

ま
し
た
。整
備
費
は
約
１
億

２
０
０
０
万
円
か
か
り
、市

補
助
を
除
く
資
金
は
、住
民

の
83
％
及
び
地
元
企
業
と
出

身
者
か
ら
の
出
資
２
２
３
３

万
円
と
借
入
で
賄
い
ま
し
た
。

お
話
し
て
い
た
だ
い
た
平
田

克
明（
設
立
時
社
長
）さ
ん
の

信
条
は
、「
す
ぐ
や
る
、必
ず

や
る
、
出
来
る
ま
で
や
る
」

と
聴
き
、感
動
の
内
に
研
修

を
終
え
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
活
動
報
告

委
員
長
　
大
蔵 

久
徳
　
　 

委 

員
　
高
橋 

弘
展
　
　
伊
藤
　
均
　
　
髙
倉 
美
紀
惠
　
　
樋
口
　
朗

今、    調べてる？？

「
地
域
の
絆
で
つ
く
る
、笑
顔

あ
ふ
れ
る
安
心
の
故
郷
づ
く

り
」を
目
指
し
、ス
ー
パ
ー
再

開
を
決
意
。１
世
帯
２
０
０

０
円
の
寄
付
が
約
６
０
０
世

帯
か
ら
集
ま
り
、同
窓
生
や

出
身
者
も
協
力
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
２
年
に
ミ
ニ
ス
ー

パ
ー
開
業
、翌
年
に
は
移
動

ス
ー
パ
ー
も
ス
タ
ー
ト
。現
在

は
２
台
体
制
に
な
り
、月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
旧
阿
東
町
内

の
全
５
地
区
の
約
３
０
０
戸

を
巡
回
し
て
い
ま
す
。販
売

は
１
台
２
人
で
行
い
、た
だ

商
品
を
売
る
だ
け
な
く
会
話

を
大
切
に
、笑
顔
や
安
心
を

届
け
て
い
ま
す
。

　
誰
か
に
任
せ
る
の
で
は
な

く
、「
み
ん
な
で
一
緒
に
こ
の

地
域
を
守
っ
て
い
こ
う
」と

の
想
い
が
、こ
の
地
域
を
支

え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

「
地
域
の
絆
で
つ
く
る
、

　   

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　    

安
心
の
故
郷
づ
く
り
」

　
２
０
１
０
年
に
地
域
内
唯

一
の
ス
ー
パ
ー
が
閉
店
。不
安

や
不
満
が
出
て
地
域
住
民
は

あ
き
ら
め
、地
域
で
は
消
極
的

な
考
え
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
高

田
事
務
局
長
は
、そ
の
後
、21

の
自
治
会
と
話
し
合
い
を
１

年
以
上
繰
り
返
し
ま
し
た
。

特定非営利活動法人ほほえみの郷トイトイ（山口市）
（旧阿東町 地福地区：人口１,０１4人・591世帯）

あとう ちふく

「
小
さ
な
拠
点
が
つ
な
ぐ

　
　 

手
づ
く
り
の
地
域
運
営
」

 

平
成
19
年
に
Ｊ
Ａ
出
張
所
・

商
店
が
閉
鎖
。「
こ
の
ま
ま
で

は
川
西
に
住
む
人
は
お
ら
ん

よ
う
に
な
る
」と
の
想
い
か
ら
、

川
西
郷
の
駅
を
中
心
と
し
た

「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」を
始

め
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

ト
ッ
プ
だ
っ
た「
コ
ン
ビ
ニ
」

を
中
心
に「
産
直
市
場
」、「
食

堂
」、「
加
工
所
」等
の
複
合
施

川西 郷の駅（広島県三次市）
（川西地区：人口1,178人・480世帯）

かわにし   さと みよし

あ
っ
せ
ん

エ
ッ
ク
ス

　村内では小売事業者の相次ぐ休廃業や高齢者の運転免許証の自主返納が進み、買い物
環境の不便さが大きな課題となっています。住民福祉課が所管する買い物支援事業に係る
調査・検討を進めるとともに、地域住民で設立した会社による拠点整備・運営の先進地事
例の視察研修を3月28日、29日に行いました。

店内の銀行ATMコーナー



議会力アップへ向けて

　
２
月
14
日
、
い
ず
み
館
に
て
特
別

委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
正
大
学

江
藤
俊
昭
教
授
を
お
招
き
し
、「
ど
う

つ
く
る
未
来
の
東
峰
村
」
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
村
民

の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
「
議
会
の
あ
り
方
と
議
員

定
数
」
に
つ
い
て
江
藤
教
授
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
方
議
会
の
現

状
か
ら
先
進
地
で
取
り
組
ま
れ
る
政

策
サ
イ
ク
ル
の
あ
り
方
ま
で
、
住
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
に
議
会
は
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
、ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

と
と
も
に
考
え
ま
し
た
。

　
講
演
に
引
き
続
き
、
東
峰
村
議
会

か
ら
は
、
現
状
の
委
員
会
報
告
に
加

え
て
、
議
会
の
行
動
計
画
を
皆
さ
ん

に
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
。

①
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し

②
政
策
サ
イ
ク
ル
の
形
成

③
新
た
な
住
民
対
話
の
あ
り
方

④
議
会
事
務
局
の
事
務
体
制
の
あ
り
方

　
以
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
来

場
者
の
皆
さ
ま
と
少
な
い
時
間
で
し

た
が
、
客
席
に
赴
き
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
左
記
の
よ
う
に
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
報
告

議
会
力
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

未回答
13％
未回答
13％

全然変わらなかった
6％

全然変わらなかった
6％

あまり変わらなかった
36％

あまり変わらなかった
36％

少し変わった
40％

少し変わった
40％

大きく変わった
5％

大きく変わった
5％

未回答
11％
未回答
11％

全然理解できなかった
1％

全然理解できなかった
1％

あまり理解できなかった
17％

あまり理解できなかった
17％

少し理解できた
56％

少し理解できた
56％

十分に理解できた
15％

十分に理解できた
15％

大字小石原
大字小石原鼓
大字宝珠山
大字福井
村外

住まい
6
10
41
18
9

１０代
２０代
３０代
４０代
５０代
６０代
７０代以上

年 代
0
2
1
13
15
24
29

男
女
未回答

性 別
63
19
2

一般質問の内容
議案審議（質疑・討論）
議員定数
議員のなり手
議案審議（採決結果）　
常任・特別委員会
議会議員選挙
議会の規則やルール　
議員報酬
議会事務局体制　
視察研修
その他

議会について関心のある項目
49
36
19
18
14
12
11
9
9
8
6
1

講演会についてのご感想・ご意見（一部）

定数を減らすありきでなく、現状に則した議会に見直
すことが大事だと思いました。

議会での議論が、村の政策につながるような議会に
なって欲しいです。

何ごとも、意見を聞いて協議をすることが必要なので、
こういった場を持ったことは、良かったと思います。

議員さんの活動が、もっと見える形にしていただける
と良いと思います。東峰テレビと議会ウォッチでしか
分かりません。

人口が減るから定数を減らすという考えは、良し悪し
と思いました。

議員との話し合いが必要ではないでしょうか。設定し
て下さい。これからの村のあり方について。

議員定数を減らしても、議会が機能する方法を検討し
て欲しい。

定数問題はどこも抱えているが、大きく変わらないこ
とをみると、議員の質が上がれば住民の満足度も上
がり、より良くなるのでは。定数はそのままでいいと
思う。

「定数見直し＝削減」ではなく、議会を効果的に運
営するための人数ということに気付くことができまし
た。ありがとうございました。

これからの議会の取り組み

Ｒ６年４月～
議会力アップ取組

Ｒ６年１１～１２月
議会報告会

Ｒ７年１月
特別委員会結論

Ｒ７年３月
３月定例会報告

Q
講演後、議会に対して（議員定数等を含む）

考えが変わりましたか？

Q
講演会の内容を
理解できましたか？

と
し
あ
き

（人）

（人）

（人）

（人）

《
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
》

参加者数 95人
回答数 84人



人権擁護委員さん このシリーズでは、村内の様々な委員さんの活動を
紹介していきます。今回は人権擁護委員さんです。

7
4
号

令
和
6
年
4
月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
ＴＥＬ

 ０９４６（
７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８
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新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

議
会
も
新
た
な
視
点
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
２
月
の
江
藤
先
生
の
お
話
も

参
考
に
し
て
、ま
ず
議
会
基
本

条
例
を
し
っ
か
り
と
見
直
し
て

い
き
ま
す
。そ
し
て
、政
策
サ
イ

ク
ル
の
実
現
、村
民
皆
様
と
の

対
話
な
ど
を
実
行
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
今
後
と
も
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

   

（
佐
々
木　
孝
）

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

委
員

長
　 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　  

佐
々
木
　
孝 

委

　
員
　  

髙
倉
美
紀
惠

　
　
　
　 

　 

樋 

口
　
朗

　
　
　 

　
　 

和
田
　
将
幸

発
行
責
任
者

議

　

長

伊 

藤
　
均

　
東
峰
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
。役
割
は
、地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
、問
題
解
決
の
お
手
伝
い
す
る

活
動
。地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。任
期
は
３
年
で
す
。

　
ま
た
、日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い

て
役
場
担
当
課
と
の
情
報
交
換

を
年
３
回
実
施
し
、活
動
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
東
峰
学
園
の
人
権
の
花
運
動

で
は
、春
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
蒔

き
、花
を
咲
か
せ
ま
す
。秋
に
採

取
し
た
種
を
風
船
に
つ
け
て
飛

ば
す
と
き
は
、子
ど
も
た
ち
と
心

が
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
は
ま

だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、様
々
な
取
り
組
み
を
と
お
し

て
知
っ
て
い
た
だ
き
、人
権
に
つ

い
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

人権擁護委員名簿
所属部会等

同和問題部会、常務委員

男女共同部会

障がい者人権部会

氏　名

梶原 文雄

髙倉 美紀惠

井上 勇治

かじわら  ふみお

たかくら   み き え

いのうえ  ゆうじ

東峰学園での人権啓発活動

村内での活動
・東峰学園での人権の花運動、
デートＤＶ啓発活動
・心配ごと相談
・同和・人権週間における啓発
活動（企業訪問等）

村外での活動 
・朝倉支局での人権相談
・福岡法務局での女性の人権ホ
ットラインでの人権相談など
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